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施設栽培トマトにおけるオンシツツヤコパチの利用法
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正 春

は じ め

施設 栽培 ト マ ト に発生す る オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミを 防除

す る た め に ， 天敵寄生蜂 オ ン シ ツ ツ ヤ コパ チ が 1995 年

に 農薬登録 さ れ， 実用段階 に 入 っ た 。 し か し ， 天敵利用

の普及 し て い る 西欧 と は異 な る わ が国特有の気候風土や

栽培環境下で， オ ン シ ツ ツ ヤ コ パ チを 効果的に利用 し て

い く た め に は， 冬季 の低温や夏季 の高温条件下での密度

抑制能力， 他の病害虫が発生 し た場合 に併用 す る 選択的

薬剤， 放飼方法， 天敵利用 と 組み合わせ る べ き 各種の物

理的， 耕種的防除手段等 に つ い て の多方面の知識 と 実践

が必要 と な る 。 そ の一環 と し て ， 平成 5 年度か ら 3 か年

間， 国 (野菜茶試) お よ び府県 (大阪， 埼玉， 神奈川，

広島， 島根) の各試験場が共同 し て ， 日 本植物防疫協会

に よ る 「天敵に対す る 農薬の影響 特別連絡試験Jを 実施

し た 。 こ の成果お よ び， こ れ ら 府 県 に 対 し て行 っ た ア ン

ケ ー ト 結果， な ら び に 本寄生蜂 の利用上有用 と 思わ れ る

生物学的特性 に つ い て ま と め て み た の で参考 に 供 し た
l-'o 

I オ ン シ ツ ツヤコパチの生物学的性質

1 温度反応

オ ン シ ツ ツ ヤ コパ チ の 発育零点、 は 12 . アC (Û SBO RNE， 

1982) ， 13'C (MAD UEKE and CO AK ER， 1984 ) であ る 。 成虫

の飛淘 は 17'C下で は羽化後 30 分以 内 に 始 ま り ， 飛淘 可

能限界温度 は 13'Cであ る (V AN LENTEREN and H UI.日I' AS­

JO RD AAN， 1987) 。 施設内 が 17�180Cで あ れ ば本寄生蜂 の

分散 は通常 に 行わ れ る (HULSP AS-JO RDAAN et aI .， 1987) 。

し か し， オ ン シ ツ ツ ヤ コパ チ は 18'C以下 で は 全 く 探索

行動を し な い と い う 知 見 も紹 介 さ れ て お り (矢 野，

1996) ， こ の 点 に つ い て は さ ら に確認を 要 す る 。 寄主 で

あ る オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ の 発 育 零 点 は 8 . 30Cで あ り

(Û SBO RNE， 1982) ， 180Cで は オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ の 1 日当

た り 産卵 数 は本寄生蜂 の約 5 倍 と多 いが， 27'Cで は そ の

差がなく な る と と も に ， 本寄生蜂 の発育期聞がオ ン シ ツ

コ ナ ジ ラ ミ の約 半分 に な り (BURNETT， 194 9) ， 防除効果
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が上が り や す く な る 。 オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ と オ ン シ ツ ツ

ヤ コパ チ の 内 的 自 然増加率を比 較す る と ， 低温の場合 に

は前 者の ほ う が高 い が， 18'Cを 超 え る と 後者 の ほ う が高

く な る (図 1) 。 本寄生蜂 は， 夜 間 の 最 低気 温が 5'Cお
よ び 8'C (YANO ， 1990) ， 7'C (HULSP AS-JO RDAAN et aI .， 

1987) と 低 く て も 生存で き ， 寄生活動の た め に は， 夜間

13'C， 昼 間 23'Cの 温度条件が必要 で あ る と い わ れ て い

る (矢野， 1979) 。 シ ルバ ー リ ー フ コ ナ ジ ラ ミ の 内 的 自

然増加率 は低~中温域で は オ ン シ ツ ツ ヤ コパ チ よ り も 低

い (ENK凹 AARD， 1993 a， b) ( 図 1 ) が， 最 高気 温が 長 時

間4 0'Cを 超 え る よ う な夏季 の 施設 内 で は， 本寄生蜂 の

死亡率が高 く な り (梶 田， 1979) ， 防除効果が低下す る 。

マ ミ ー か ら 羽化 し た 成虫 の 寿命 は ， 餌 と な る コ ナ ジ ラ ミ

幼虫が い な い場合 に は 2�3 日 程度 (矢野， 1988) と 短

い の で， コ ナ ジ ラ ミ の発生状況を よ く モ ニ タ リ ン グ し，

コ ナ ジ ラ ミ 幼虫 な い し成虫がわ ずか に 発生 し た のを 確認

し て か ら マ ミ ー カ ー ドを 吊 す。

2 オン シツツヤコパチ成 虫の行動

本寄生蜂 の成虫 は コ ナ ジ ラ ミ 幼虫 に 産卵管を 挿入 し ，

引 き 抜い た穴 か ら 体液を 摂取 (host feeding) す る と と

も に ， コ ナ ジ ラ ミ 等 の排せ つ物 (甘露) も 摂取す る 。 ま

た ， 植物の葉等か ら の持参 出液 も 吸 う 。 こ の た め， 多 く の

浸透性殺 虫剤 (粒剤) の残効期間中 に 本寄生蜂 を 放飼す
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増加率
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る と 致死 し て し ま う 。 本寄生蜂 の成虫寿命 は室内飼育で

は 270Cで 19 日 間で あ り ， こ の 間約 200 頭の コ ナ ジ ラ ミ

幼虫を 殺 す が， こ の う ち の 約 4 分 の l は寄 主体液摂取

(host feeding) に よ る と い う (LIU and TIAN， 1987) 。 本

寄生蜂 に よ っ て 産卵管が掃 入 さ れた オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ

お よ び シ ルバー リ ー フ コ ナ ジ ラ ミ 幼虫が， 寄主体液摂取

さ れ る 割合 は 若齢 ほ ど高い傾向 に あ る (荒川 ， 1981 : 梶

田 ， 1993) 。 本寄生虫舎を 放飼 し た 後 し ば ら く は 寄生率が

低い に も かかわ ら ず， 対照 と比 べて コ ナ ジ ラ ミ 密度が低

く 推移す る こ と が あ る が， こ れ は寄主体液摂取 も 影響 し

て い る と 考 え ら れ る 。

コ ナ ジ ラ ミ は羽化後， ト マ ト の上位 葉 に 移動 し産卵す

る 傾向があ る 。 一方， オ ン シ ツ ツ ヤ コパ チ は コ ナ ジ ラ ミ

の 3， 4 齢幼虫 に 産卵 し や す く (NELL et al.， 1976) ， こ

れ ら の幼虫 は株の 中段以下 に 生息 し て い る 場合が多 い。

こ の た め， マ ミ ー カ ー ド は ト マ ト の 中段以下の枝 に吊 り

下げ， 羽化成虫が コ ナ ジ ラ ミ 幼虫 に 到達 し や す く す る 。

オ ン シ ツ ツ ヤ コパ チ成虫 は歩行 し なが ら 触角 で葉面 に ふ

れつ つ 寄主探索を 行 う の で， コ ナ ジ ラ ミ の排せ つ物で葉

面がべ と つ い た り ， 日 中 に 70%以 上 の 高湿度が続 く と

(矢野， 1979) ， 防除効果が上が り に く く な る 。

E オンシツ ツヤコパチを利用 し た体系防除

1 ト マ ト の作型 と オ ン シツツヤコパチ の利用適期

わ が 国 は ， 南北 に長 く 高低差 も あ る の で， 地域 に よ っ

て気 象条件が大 き く異 な り ， ま た ， 周年供給を 行 う た め

作型が多様であ る 。 施設栽培 ト マ ト の作型 に は， 夏 か ら

秋 に か け て定植す る抑 制栽培， 晩秋か ら 春 に か け て定植

す る 促成， 半促成， 早熟， 普通栽培等があ る 。 施設栽培
ト マ ト での天敵利用 は， オ ン シ ツ ツ ヤ コパ チを 4�5 回

放飼 し て 定着 さ せ， コ ナ ジ ラ ミを 長期間 に わ た っ て 防除

し よ う と い う も の であ る の で， 栽培期聞が長い作型 ほ ど

省力化や防除 コ ス ト の軽減 に 結 び付 き や す い。

オ ン シ ツ ツ ヤ コパ チ の利用 に お い て ， 冬季 に最低気 温

が 6�80Cで管理 さ れ る ハ ウ ス 栽培 ト マ ト の場合 に は，

最高気 温が 280C程 度 に な る 日 数が多 い 地域 な い し 時期

に ， 夏季 に は 40�42 . 50C程度 に な る 時聞 が 1 日 2�3 時

間以内 の地域 な い し 時期 に 効果が期待で き る 。 冬季 に は

二重被覆等 に よ る 保温， 夏季 に は強制換気 や遮光等 に よ

っ て， オ ン シ ツ ツ ヤ コパ チ の利用適期 あ る い は地域を広

げ る こ と がで き る 。 図 -2 は三重県安濃町 で測定 し た 冬

~春先 に お け る 施設内での最高気 温の一例であ る 。 二重

被覆 ピ ニ ルハ ウ ス 内 で は ， 晴天 日 に は天敵が十分 に活動

で き る 温度上昇 がみ ら れた が， ガ ラ ス 室 で は温度上昇 が

不十分であ っ た 。 こ の よ う に 冬季 に 晴天 日 が多 い比 較的
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図 - 2 施設内最高気温の推移 (三 重県安濃町 ( 997) )

温暖 な地域 で は ， ハ ウ ス の密閉 な い し 二重被覆等の保温

対策を 行 え ば本寄生蜂 が活動で き る気 温を 確保 で き る と

思わ れ る 。 し か し ， 冬季 に 温度 上昇 が不十分 な場合 に

は， 本寄生蜂 よ り も オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ の増殖率の ほ う

が高 く な る た め に ， 本寄生蜂 が活発 に働 き 始 め る 春 先

に ， 天敵/害虫の 密度比 が低下 し て い る 場合 が あ る 。 そ

の よ う な状況下で天敵利用を 継続す る た め に は， 本寄生

蜂 に 影響 の 少 な い IGR 剤等 に よ り コ ナ ジ ラ ミ 密度を 低

下 さ せ る と と も に ， 寄生率が低い場合 に は 天敵の追加放

飼 も 必要 と な る 。 以上の よ う に 天敵利用 に お い て は， 気

象条件の地域性， 温度対策等を念 頭 に お い て適期利用を

図 る 。

2 オ ン シツツヤコパチ ・ マ ミ ー の放飼方法

施設栽培 ト マ ト の主要害虫で あ る コ ナ ジ ラ ミ 類を オ ン

シ ツ ツ ヤ コパ チ で防除す る た め に は， ま ず定植時 に コ ナ

ジ ラ ミ 密度 が低 い こ と が肝 要 で あ る 。 特 に ， 8�9 月 定

植の抑 制栽培 に お い て は， 施設周辺で コ ナ ジ ラ ミ の発生

が多 い た め に ， ト マ ト 苗への寄生密度が高 ま り やす い。

シ ルバー リ ー フ コ ナ ジ ラ ミ が多発す る と 着色異 常果が発

生す る の で， 後述 す る よ う に育苗期 あ る い は 定植時の薬

剤処理を 徹底 し ， 定植後に 黄色粘 着 ト ラ ッ プや見取 り 調

査 に よ っ て コ ナ ジ ラ ミ 成虫の モ ニ タ リ ン グを 行 う 。 黄色

粘 着 ト ラ ッ プの場合 に は 10 a 当 た り 5 枚程度吊 り 下 げ，

上位 葉の見取 り 調査の場合に は 10 株ずつ数か所調査 し ，

コ ナ ジ ラ ミ 成虫を 発見 し た ら す ぐ に オ ン シ ツ ツ ヤ コパ チ

を 発注 し， 到着後す ぐ に マ ミ ー カ ー ドを 25�30 株 当 た

り l 枚 (l�2箱/10 a) を ， 4�5 週間 に わ た っ て 毎週吊

り 下 げ る 。 な お ， 株当 た り マ ミ ー導入数は ， 株当 た り コ

ナ ジ ラ ミ 成 虫 数 の約 2 倍 以 上 (矢 野 ・ 腰 原， 1984: 
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YANO， 1987 ; 松井， 1995) であ り ， コナ ジ ラ ミ 成虫の株

当 た り 密度が高 い場合 に は， こ れ に 見合 っ た マ ミ ー数を

導入す る 必要があ る 。

放飼方法の 留 意点 と し て は，

① カ ー ド の吊 り 下 げは， 施設内 に均一 に 行 う 。 し か

し ， コ ナ ジ ラ ミ の発生が施設開口部等 に偏 在 し て

い る 場合 に は， 発生の 多 い箇所 に カ ー ドを 多 く 吊

り 下げ る 。

② オ ン シ ツ ツヤコパ チを 数回放 し て施設内 に 定着 さ

せ る た め に は， 葉 に 形成 さ れた マ ミ ー か ら 本寄生

蜂 を 羽化 さ せ る 必要があ る 。 下葉の摘葉 は， 葉 に

形成 さ れた マ ミ ーを 葉 と と も に 除去 し て し ま う の

で， 必要最小限 と す る 。 摘葉時 に マ ミ ー が多数付

着 し た棄が あ れ ば， 株元 に 置 い て本寄生蜂 を 羽化

さ せ る 。

③ シ ルバー リ ー フ コ ナ ジ ラ ミ の 1�4 齢幼虫 が複葉

当 た り 100 頭 (西 東 ・ 尾 崎， 1991 ) ， あ る い は

3�4 齢幼虫が 80 頭 (松井， 1992) を 超 え た り ，

黄色粘 着 ト ラ ッ プに 1 日 1 枚当 た り シ ルバー リ ー

フ コナ ジ ラ ミ 成虫が 50 頭以上 ( コ パ ー ト 社製 ホ

リ バー の場合) 誘殺 さ れ る と ， ト マ ト 果実 に 着色

異 常が生 じ 始 め る の で， こ の密度 に 達す る前 に ピ

リ ダベ ン フ ロ ア プル， ア セ タ ミ プ リ ド 水溶剤等の

マ ルハ ナパ チ への残効期聞が比 較的短い 即 効性の

薬剤で徹底 防除す る 。 こ の よ う な状況 に 陥 っ た と

き に は天敵利用 は 中断 す る 。

④ オ ン シ ツ ツヤコパ チを 利用 す る 場合 に は， 当初か

ら 防除計画 に 取 り 入れ， 下記の各種防除手段を で

き る だ け組み込ん だ体系防除を 実施す る 。

3 天敵利用 と 組み合わせ る べき薬剤以外の防除手段

( 1 )  育苗期

・ 本圃施設内 に前 作物， 他作物が あ る 場合 に は施設内

で育苗を 行わ ず， 育苗用ハ ウ スを 設 け て 隔離栽培を

行 う 。

・ 育苗ハ ウ ス は， 網 目 1 mm 以下の寒冷紗， 近紫 外線

除去 フ ィ ルム被覆等 に よ り 害虫 の侵入を 防止す る 。

( 2 ) 圃場衛生

・ 施設内 に は他の植物を 持 ち 込 ま ず， 施設内外の雑草

を 除去 す る 。

・ 施設 に 隣接す る 闘場では コ ナ ジ ラ ミ の増殖 し や す い

作物 は作 ら な い。

・ 収穫終了後の残澄 処理， 蒸 し込みを 徹底 し ， 害虫を

分散 さ せ な い。

( 3 ) 害虫の侵入防止

・ 開口部 に 白色寒冷紗， シ ルバー寒冷紗等を 張 る 。

表ー1 薬剤l の オ ン シ ツ ツ ヤ コパチへの影響の仕方

A . マ ミ ー， 成虫 と も に 長期間影響が あ る .
B .  "< ミ ー， 成虫 と も に短期間影響があ る .
c . マ ミ ー には影響少ないが， 成虫 に 対 し ては長期間 (一週間以

上) 影響があ る .
D . マ ミ ー には影響少ないが， 成虫 に 対 し ては短期間 ( 一週間以

内) 影響があ る .
E マ ミ ー， 成虫 と も に 影響少ない.
F マ ミ ー， 成虫 には影響少なし 寄生幼虫 に 影響があ る .
G 成虫 には影響少ない が， 寄生幼虫， マ ミ ー に 影響が あ る .

( 4 ) モ ニ タ リ ン グ

・ 上述 の調査法 ほ か， ト マ ト の 中， 下位 葉の葉裏を 拡

大鏡 (虫 メ ガ ネ ) で観察 し， コ ナ ジ ラ ミ の種類， コ

ナ ジ ラ ミ 幼虫数， 寄生率を 観察す る 。

( 5 ) 病害の発生抑 制

- 施設内の湿度を 低下 さ せ病害の発生を抑 制 す る た め

に， 土面 に ビ ニ ルマ ル チを 張 る 。

( 6 ) ス ポ ッ ト 散布

・ 殺 虫剤 の全面散布 は で き る だ け避 け ， 巡 回調査を 常

時行 う と と も に ， 管理作業中 に も 病害虫の発生 に 注

意 し， 発生箇所 に 早期 に ス ポ ッ ト 散布を 行 う 。

皿 オンシツ ツヤコパチへの薬剤の影響

お よ び処理方法

各種薬剤の オ ン シ ツ ツヤコパ チ へ の 影響 に つ い て は，

海外の天敵製造会社各社か ら 一覧表が出 さ れて い る 。 本

稿では新 規薬剤を 含め 天敵利 用 の 場面で使用が想定 さ れ

る 各種薬剤 に つ い て ， 今 回 の連絡試験 な ら び に 岡 田 ・ 三

田 (1978) ， 河 合 (1988) ， 林 (1996) ， 松 井 ( 1996) を

参考 に し て ま と め て みた 。 薬剤 の 天敵への影響を 見 る 場

合 に ， 幼虫， マ ミ ー お よ び成虫への影響を そ れぞれ評価

す る 必要があ る (表一 1) 。 使用薬剤 が成虫 に 一時的 に 影

響 し で も ， マ ミ ーへの影響 が少な け れ ば ス ポ ッ ト 散布を

行 う こ と に よ り ， 天敵利用を 継続 さ せ る こ と がで き る 。

し た が っ て ， 他の病害虫が発生 し て 薬剤を 使用 す る 場合

に は， 表 2 の E， Fを 中 心 に ， 場 合 に よ っ て は D， G 

に分類 さ れ る 選択的薬剤を 使用 す る 。 今後， 天敵を安定

的 に 利 用 し てい く た め に は， ヤガ類 に 有効 な BT 剤，

アブ ラムシ等 に 有 効 な ピ メ ト ロ ジ ン 水和 剤 ・ 粒 剤 (松

井， 1996) 等の併用可能 な薬剤や， マ メ ハ モ グ リ ノ f エ ，

ア ブラ ム シ等 に 対す る 天敵昆虫 の登録促進を 図 っ て い く

必要があ る 。

個別薬剤 に つ い て ， 対象病害虫， オ ン シ ツ ツヤコパ チ

お よ びマ ルハ ナパ チ へ の 影響 等を 表ー2 に 示 し た 。 以下，

登録薬剤 に つ い て 薬剤処理時期等を 簡単 に 述 べ て み た
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表-2 ト マ ト に発生す る 病害虫 に対す る選択的薬剤jの オ ン シ ツ ツ ヤ コパチ お よ びマ ルハ ナパチへの影響

ア ノ、 ト チ マ ノ、 オ ア オ シコ 灰 業 J
マ

レ
使用

7 ヤ メ ス ン ルナ
オンシツツヤ ハでオプ ノ ノ、 ザ シ 色 由主 コパチ ナきト モ タ ツ /( 

ホ モ パな
薬剤名 実周波度 ラ ダ サ ン 、、、 コ lジ 由ヨ チいコ グ ノマ ナ 成 虫ピ リ ヨ リフー ぴ マ 表 へ

の 数自ム ウ ジ ぴ
ダ ダ /( ト コ ラ

、、、 影
響
.) 

数
日

シ 一 一 一 エ ウ ガ マ ミ フミ 病 病 l
l 影響

(粒剤)
イミダタロプリド濫剤 1�2g/株 口 ム 口 O ⑨ 35 C 25�35 

ニテンピラム栓剤 1�2g/株 口 A 口 O ⑨�. 28 C 20 

アセフェート粒剤 1�2g/株 口 A 口 O ⑨�. 30 C 14�30 

(クロロニコチニル系散布剤)
ニテンピラム水溶剤 1，000倍 A A 口 ⑨ • 24 A 10 

アセタミプリドくん爆剤l 50g/400 m3 A A A ロ ⑨ .? 24 ? A 1 

イミダクロプリド水和剤 2，000倍 口 A 口 。 • 30 C I 25�30 

(その他の散布剤)
ピリダベンフロアプル l，OOO�l，500倍 A ム A ロ ⑨ • 21 A 1�3 

DDVP乳剤 1，OOO�2，OOO倍 口 A A A • • 7�10 B 7�10 

DDVPくん煙剤 33g/100 m3 口 口 A A • • 7�10 B 7�10 

ピリミカープ水和郵l 2，OOO�3，OOO倍 口 O • 5 D 1�3 

71レパリネート水和剤 4，000倍 口 口 O • 7 D 1�3 

キノ キサリン系 水和剤l 1，500�2，OOO倍 A 616 ロ 口 O O�⑨ 5 D 3�5 

ケルセン乳剤 1， 500�2， 000倍 ロ A O O 5 E 3�5 

水和硫黄剤 500倍 口 A O 。 3 E 3 

オレイン駿ナトリウム液剤 100倍 口 A 口 O O 1 F 1 

UGR剤)
ププロアェジン水和剤 1， 000�2 ，000倍 A 口 ロ O O I F 1 

71レアェノクスロン乳剤 2，000倍 A 口 A A A A O O 1 F 6 

ピリプロキシフェン乳育l 1，OOO�2，OOO倍 A 口 ロ ⑥ O 1 G 1 

(殺菌剤}
トリアルミゾール水和剤 3，OOO�5，OOO倍 口 O O l E l 

イプロジオン水和剤 1，OOO�1，500倍 口 O O l E 1 

TPN水和剤 1，OOO�1，500倍 口 O O l E l 

ジエトアェンカルプチオ7ァネート l，OOO�l，500倍 口 口 O O l E l 

メチル水和知l
{未登録)

ピレトリン乳剤 l，OOO�1，600倍 書提 難 O O�⑨ 3 D 3 

ピメトロジン水和剤 3，000倍 様 業 議 O O�@ 3 E 1 

BT水和剤 500倍 液 凝 O O 1 E 1 

酸化7ェンプタスズ水和剤 1，OOO�l，500倍 減 諜 機 O 。 3 E 3 

テアルペンズロン乳剤 2，000倍 減 車高 O O l F 5 

タロル71レアズロン乳剤 2，000倍 議 業 O O l F 2 

1) :口:該当病害虫に受録あり. 6:登録ないが同時防除可能 ， 楽:トマトで未登録.
2) :オンシツツヤコパチ欄の記号は7ミーの羽化， 成虫の生存に及ぽす影響で ，・:非常に有害(死亡率>75%) ，(j):かなりの 害がある(50�75%) ，@: 

やや害がある (25�50%) . 0:害がない(く25%に
3) :オンシツツヤコパチ成虫 への影響は薬剤処理1 日 後から薄膜法により生存率を調査，数字は薬剤処理 からマミー吊り下げが可能になるまでの日数を

示す 8) :薬剤処理後の最高死亡率で評価.
4) :薬剤のオンシツツヤコパチへの影響は， 河合 (1988) ，林(1996) ，松井(1996) ， コパート社資料(1991) 等も参考にした.
5) :マルハナパチへの影響欄の数字は， 薬剤処理後に鱒の導入が可能になる日数を示す. 小野・和田(1996) ， 池田(1996 a， b) ， 忠内(1994) 等を参考

にした.
6) :薬剤lの影響期間は， 天候，気温，換気，灘水などによって異なる場合があるの で注意する.

い。 ニ， ア ザ ミ ウ マ， ナ ス ハ モ グ リパ エ) ， ピ リ ダペ ン フ ロ
( 1 ) 育苗期 あ る い は定植前 の苗への散布剤， く ん煙 アプ ル ( ア プ ラム シ， ハ ダニ， コ ナ ジ ラ ミ ) ， ア セ タ ミ

剤 プ リ ド 水溶剤 ・ く ん煙 剤 ( ア ブラム シ， コ ナ ジ ラ ミ ， ア
DDVP 乳剤 ・ く ん煙 剤 ( ア プ ラム シ， ト マ ト サ ピ ダ ザ ミ ウ マ ) ， ニ テ ンピ ラム 水溶剤u ( ア ブ ラム シ， コ ナ ジ
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ラ ミ ) 。

た だ し ， ピ リ ダベ ン以下の 3 剤 は， オ ン シ ツ ツ ヤ コパ

チ への残効期間が長 い の で， 残効期間経過後 に マ ミ ー カ

ー ドを 吊 る す。

( 2 ) 定植時 に コ ナ ジ ラ ミ の初期密度を 確実 に 低下 さ

せ る た め の土壌処理剤

ニ テ ン ピ ラ ム 粒剤 ( ア ブ ラ ム シ類， コ ナ ジ ラ ミ 類) ， 

イ ミ ダ ク ロ プ リ ド 粒剤 ( ア ブ ラ ム シ類， コ ナ ジ ラ ミ 類) 。

こ れ ら の薬剤 は残効期間が長 い の で， 晩秋定植の作型

等で粒剤処理か ら 天敵や マ ルハ ナパ チを 利用 す る ま での

期間を 十分 に 長 く 取れ る 場合 に 限 り 使用 で き る 。

( 3 ) 本圃 で コ ナ ジ ラ ミ の発生が多 く な っ た場合 に ，

コ ナ ジ ラ ミ 密度 の抑 制 に使用 す る 薬剤

ププロ フ ェ ジ ン水和剤， フ ル フ ェ ノ ク ス ロ ン乳剤 (マ

メ ハ モ グ リパ エ と の 同時防除) ， キ ノ キ サ リ ン 系水和剤，

ピ リ プロ キ シ フ ェ ン乳剤

(4 ) 本圃 で他の病害虫が発生 し た場合の ス ポ ッ ト 散

布剤

ア ブ ラ ム シ ( オ レ イ ン酸ナ ト リ ウ ム 液剤， ピ リ ミ カ ー

ブ水和剤， フ ルパ リ ネ ー ト 水和剤) ， マ メ ハ モ グ リパエ

( フ ル フ ェ ノ ク ス ロ ン 乳 剤) ， ハ ダ ニ， ト マ ト サ ビ ダニ

( ケ ル セ ン乳剤， キ ノ キ サ リ ン 系水和剤， 水和硫黄剤) ，

ハ ス モ ン ヨ ト ウ ， オ オ タ ノ f コ ガ ( フ ル フ ェ ノ ク ス ロ ン乳

剤 : マ メ ハ モ グ リパ エ と の 同時防除)

灰 色か ぴ病 ( イ プ ロ ジ オ ン水和剤， ジ エ ト フ ェ ン カ ル

ブ ・ チ オ フ ァ ネ ー ト メ チ ル水和剤) ， 葉 か び病 ( ト リプ

ル ミ ゾ ー ル 水和 剤， TPN 水和 剤， ジ エ ト フ ェ ン カ ル

プ ・ チ オ フ ァ ネ ー ト メ チ ル水和剤) 。

DDVP 乳剤等 ガ ス 化 し や す い 剤 お よ び各種殺 虫 用 く

ん煙 剤 は ， オ ン シ ツ ツ ヤ コパ チ に 影響 が大 き い の で天敵

放飼後 に は使用 で き な い。 一方， ガ ス 化 し に く い剤で本

寄生蜂 の成虫お よ びマ ルハ ナパ チ への残効期聞が比 較的

短い剤で あ れ ば， ス ポ ッ ト 散布剤 と し て使用 で き る 。

( 5 ) ハ ス モ ン ヨ ト ウ ， オ オ タ バ コ ガ は 防虫網で防 ぐ

のが基本であ る が， 幼虫 は 葉 に 食痕 や糞を 残 し発見 しゃ

す い の で， 低密度 の と き に は よ く 巡 回観察 し 捕殺 す る の

も 効果的であ る 。

以上， 個別薬剤の オ ン シ ツ ツ ヤ コパ チ への影響 の仕方

に つ い て触れた が， そ れ ら の適切 な使用時期 お よ び使用

法を 十分 に 考慮、 し ， 安定的 な 天敵利用 法の確立 に 役立て
て い ただ、 き た い。
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